








Study of Japanese Language Education at  
Elementary and Secondary Educational Institutions in the 1970s and 1980s 
in Dalian City, Liaoning Province in China 










目  次 
 
序章 研究の目的と方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 




 2 先行研究・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3 
(1)先行研究の概況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3 
(2)関連する先行研究・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3 






第 1 章 中国東北地方における 1970 年以前の日本語教育政策の変遷―遼寧省大連市
の特殊性を中心に・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11 
 第 1節 新中国建国前の日本語教育政策―中国東北地方、特に遼寧省大連市の政策―・・・11 





2 日本統治終了から新中国建国までの日本語教育政策 ・・・・・・・・・・・・・・・・17 
(1)抗日戦争中の日本語教育・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17 
(2)国民党と共産党による日本語教育・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・18 
 第 2 節 新中国建国後の日本語教育政策・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・18 





















第 3 節 まとめ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・36 
 
第 2 章 1970－1980 年代の遼寧省大連市における日本語教育強化政策・・・・・・39 
第 1 節 日本語教育強化政策の展開及び策定の背景 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・39 













第 3 節 「中等教育における日本語教育指針（中学日語教学綱要）」の制定 ・・・・・・・・47 





2 「中等教育における日本語教育指針（中学日語教学綱要）」制定までの経緯 ・・・・・49 
（1）「日本語教育会議」の開催・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・49 
（2）「中等教育における日本語教育指針（中学日語教学綱要）」の刊行・・・・・・・・49 




4 「全日制中等教育における日本語教育指針（全日制中学日語教学大綱）」の内容 ・・・・51 
(1)「全日制中等教育における日本語教育指針（全日制中学日語教学大綱）」制定の背景・・・・51 
(2) 「全日制中等教育における日本語教育指針（全日制中学日語教学大綱）」の公布・・・・・52 
第 4 節 まとめ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・53 
 
第 3 章 1970－1980 年代の遼寧省大連市の初等・中等教育機関における日本語教育
の特徴・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・55 
第 1 節 日本語教師及び日本語学習者の状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・55 






第 2 節 日本語教材の発展・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・61 










第 3 節 日本語教育の発展の成果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・81 
1 遼寧省大連市の教育機関に対する影響・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・81 






第 4 節 日本語教育の衰退及びその要因・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・89 
























巻末資料 1 インタビュー全記録（中国語）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・127 
巻末資料 2 インタビュー全記録（日本語訳）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・147 
1 
 
序章 研究の目的と方法  
 
 1 研究の目的と意義(特に、1970－1980 年代の遼寧省大連市に着目する意義) 
 (1)本研究の目的 
































① 日本語が第 1 外国語として英語やロシア語に優先するという国家政策の検証 
② 東北三省、特に遼寧省大連市で日本語を第 1 外国語として採用可能にした要因の解
明 
③ 日本語を第 1 外国語としたことによる日本語教育の成果 
2 
 
④ 日本語を第 1 外国語としたことが日中関係に及ぼした影響 
⑤ 日本語が第 1 外国語の地位を失った要因 




 第一に、1970 年代から 1980 年代にかけて、遼寧省大連市の一部では、日本語を中等教
















































   
 2 先行研究 
 (1)先行研究の概況 




































 現地で調査を行い、文化大革命から 1980 年代の改革開放期に至る中国朝鮮族の日本語教
育に関して実態をまとめたものである。 




































としては、林らのインタビューは 2013 年 10 月 15 日であり、筆者のインタビューは 2013
年 11 月 25 日に行われたものである。 
⑦ 篠崎摂子・飯野令子・曽麗雲「中国遼寧省の小学生用日本語教材制作について―海














 しかしながら、減少傾向の原因は 1 つに留まらないと考えられるため、他の原因につい
ても検討が必要であると考えられる。同様に、減少傾向に対する対策についても、更に深
い検討が必要と思われる。 

































① 日本語が第 1 外国語として教育されていたという事実を確認し、その背景にある国家
政策を知るために、当時の外国語教育、特に日本語教育に関して残された公的文書を
調査し、当時の教育行政を知る人物にインタビュー調査をする。 




③ 日本語を第 1 外国語としたことによる日中関係への影響について、文献およびインタ
ビュー調査を行う。 
④ 日本語が第 1 外国語であったことによる、日本語教育研究の進展及びその成果を、教
育関係者に対するインタビュー調査により確認する。 







 ア 課程教材研究所編著『新中国中小学教材建設史 1949-2000 研究丛書日語巻』(2010) 
 1949－2000 年にかけての新中国建国後の初等・中等教育における外国語教育の国家政策
及び外国語教材編纂の歴史について非常に詳しく記載されている。 









 エ 「全日制中学日語教学大綱」(1986) 
 1980年代中期以降の中国の中等教育における日本語教育の指針について中国教育部が出
した本格的な指針である。 
 オ 「大連市教育委員会文書」(1997) 
 1980 年代以降の日本語教育を強化する、遼寧省大連市独自の施策を理解することができ
る。 
 カ『中国教育年鑑』 4(毎年発行) 




















ー中の(  )は筆者による補足である。 
① 調査の概要 
 訪問先 
 遼寧省大連市：「大連教育学院」 5、「大連市第 1 中学」、「大連市第 48 中学」、「大連外国
語大学」、「大連市旅順口区 93 小学」、「大連市図書館」、「大連市教育局」、「大連档案館」 6 





 調査人数：11 人 
 調査方法：面接聴取および電話聴取 
 調査時期：2013 年 1 月 6 日－2015 年 5 月 9 日 







 ア 遼寧省大連市 Ｙ先生(1966 年生まれ) 












 ウ 遼寧省大連市 Ｗ先生(1960 年生まれ) 
 「大連市第 1 中学校」の日本語教員。1970 年代から日本語教育に携わった。2015
年に退職する予定である。また、上記の「キヤノン杯」で、金メダル、銅メダルを
複数回獲得した。 


















 カ 遼寧省大連市 Ｓ先生(1946 年生まれ) 












 キ 遼寧省大連市 Ｚ先生(1964 年生まれ) 



























 コ 遼寧省大連市 Ｆ先生(1933 年生まれ) 
 吉林省長春市出身である。1933 年生まれ、出身は吉林省の長春市である。初めて





















 ウ 日本では知られていない資料やデータなどの提供が十分に得られなかった。 
 エ 当時の日本語教員や生徒が高齢化し、記憶力が定かでない、病床にある、既に逝
去している等の事情があった。 











第 1章 中国東北地方における 1970年以前の日本語教育政策の変遷―遼寧省大
連市の特殊性を中心に― 
 
 第 1 章では、遼寧省大連市の日本語教育の特殊性を明らかにするために、中国東北地方




第 1 節 新中国建国前の日本語教育政策―中国東北地方、特に遼寧省大連市の政策― 
 




 大連は、日清戦争後の 1898 年にロシアの租借地となった。さらに、日露戦争後の 1905



















































































































































 方、前掲書によれば、概略以下の通りである 20。 
① 初等教育 











 なお、当時の教材の一例として、1932 年発行『速成日本語読本』がある。 
 
写真 1 1932(昭和七)年、南満州教育会教科書編集部出版が発行した『速成日本語読本』 






















































初中               
第１ 
学年 
1 2 6 4 2 2 2 4 2 1 1 2 2 31 
第 2 
学年 
1 2 6 4 2 2 2 4 2 1 1 2 2 31 
第 3 
学年 
1 2 6 4 2 2 2 4 2 1 1 2 2 31 
高中               
第 1 
学年 
1 2 6 4 2 2 2 4 2 1 1 2 2 31 
第 2 
学年 
1 2 6 4 2 2 2 4 2 1 1 2 2 31 
第 3 
学年 
1 2 6 4 2 2 2 4 2 1 1 2 2 31 

































人で、日本語を教える中国人教師がいなかったと述べている(巻末資料 1 の資料 18)。 





































況が理解できる(巻末資料 1 の資料 24)。 
 
 私が小学校 5 年生の時は、あの頃はまだ解放とは言えません。東北地域は
あの頃大変混乱していました。日中戦争後、国民党も共産党もいました。1947













 第 2 節 新中国建国後の日本語教育政策 
 
 1 新中国建国(1949 年)後から文化大革命(1976 年)まで 
 (1)新中国建国後の外国語教育政策 

















国語学部では、英語 8 校、ドイツ語 3 校、フランス語 3 校などの言語が教育され、日本語
















 課程教材研究所編『新中国中小学教材建設史 1949-2000 研究丛書日語巻』には、以下の
ように記載されている。 
 


































































大連市のＳ先生(序のカ)は、1950 年代 60 年代になると、普通の地域ではロシア語学習が
盛んだったと述べている(巻末資料 1 の資料 9)。 
 さらに、市のＦ先生(序のコ)は、以下のように述べている(巻末資料 1 の資料 24)。 
 
私は長春の出身です。「きつりんしょう」(吉林省)です。それから高校に























































































表 2 開始年でみた日本語教育取り組み校(開始年別) 
年 度 全 体 東北部の占める割合 職業教育の占める割合 
1963 1 1 100.0 0 0.0 
1964 1 1 100.0 0 0.0 
1965 0 0 － 0 － 
1966 0 0 － 0 － 
1967 0 0 － 0 － 
1968 0 0 － 0 － 
1969 0 0 － 0 － 
1970 1 1 100.0 0 0.0 
1971 1 0 0.0 0 0.0 
1972 5 3 60.0 0 0.0 
1973 2 1 50.0 0 0.0 
1974 2 2 100.0 0 0.0 
1975 8 7 87.5 1 12.5 
1976 15 14 93.3 0 0.0 
1977 18 18 100.0 0 0.0 
1978 88 85 96.6 2 2.3 
1979 33 29 87.9 2 6.1 
1980 43 42 97.7 2 4.7 
1981 15 14 93.3 1 6.7 
1982 8 7 87.5 0 0.0 
1983 15 14 93.3 1 6.7 
1984 11 8 72.7 2 18.2 
1985 14 10 71.4 7 50.0 
1986 5 4 80.0 0 0.0 
1987 16 15 93.8 1 6.3 
1988 10 8 80.0 4 40.0 
1989 10 6 60.0 2 20.0 
1990 24 17 70.8 5 20.8 
1991 12 6 50.0 3 25.0 
1992 21 15 71.4 6 28.6 





た年である。1963 年から 1977 年まで、100％の年が 5 回あるが、1978 年以降は 100％の年
25 
 













象者 11 名のうち大連日本語専科学校の関係者が 2 名含まれている。そこで、文献資料とイ
ンタビュー調査に基づき、大連日本語専科学校の歴史的背景を説明する。 




 大連外国語学院編『建校 40 年紀事 1964-2004』(原文は中国語、筆者が翻訳した日本語
訳文に依拠する)は、概略以下のように述べている。 
 




 同年 5 月、遼寧省人事局、教育庁は、日本語教師の選択条件を立案した。





京から日本人の専門家 42が招聘され、79 名の教師(うち 49 名が大連日本語専
科学校)に対して研修が行われた。 
 1964 年 9 月 21 日に、大連日本語専科学校の第 1 期始業があり、10 月 4 日
に、正式に授業が開始した。招聘された第 1 陣の 3 名の日本国籍の教師 43が
勤務していた。 
 1965 年 1 月に、大連日本語専科学校は、遼寧省委員会に教師に関する問題
の状況を報告した。当時の最大の問題は、教師の数の不足であった 44。1965





 1965 年 5 月に、日本共産党の北京駐在連絡員の羅明氏が来校し、日本国籍
の教師の 3 人の指導者 45と議論し、職員全体による日本共産党員大会を開い
た。羅明氏は、日本国籍の教師の思想水準や業務レベルの向上、中国語学習、
子弟の教育、住宅等の問題について、学校側に要求を行った。学校側は、こ
れらの問題を解決し、同年 6 月に、同校の日本国籍の教師は 21 名 46に達した。 
 1965 年 12 月に、中国国務院の許可により、北京ラジオ放送局の日本語放




 1966 年 1 月に、旅大市委員会は春節(新年)レセプションを開催して、大連

























































































では、日本語教育が、ロシア語、英語と並び 3 分の 1 を占めていたことがわかる。 
 










 2014 年 5 月 26 日の大連市Ｓ先生(序のカ)に対するインタビューによれば、以下の通り
































同年 11 月から 12 月にかけて、同校に勤務していた 30 名の日本の専門家や




や幹部が「挿隊落戸」 57生産隊に入隊し、農村に住みつく教師もいた 58。 
 






 ① 外国語人材需要の高まり 
 1970 年代に入ると、中国政府は国際状況の変化を考慮して、相次いで諸外国との国交を















李、前掲論文は、「1972 年から 1976 年まで、労農兵 62分子を中心とする学生募集も
軌道に乗った」と述べている 63。 
 大連市Ｓ先生(序のカ)によれば、以下の通りである(巻末資料 1 の資料 15)。 
 
 1977 年までの 10 年間は、中国では、大学入試制度が中断されていました
が、その間は、「工農兵」(労働者・農民・兵士出身)の大学生がいました。
文化大革命中の 1972 年に大学入試制度が変わり、2 年以上実践経験を持つ労
働者・農民・兵士から選抜して入学させたのが、「工農兵」でしたが、1977









































月に、学校党委員会は日本語学科に改名した。1973 年 4 月に、同校は、1 年
間の日本語クラスを開講し、60 名の学生を募集した。クラス修了後、学生は
元の勤務先に戻っていった。 
同年 7 月に、『日汉新词典』(日漢新辞典)の原稿が完成した。語彙は約 6
万語、総計 200 万字以上である。これは、日本語学科が 1970 年 8 月に選抜
した一部の教師により編纂された中型日漢辞典である。同年に、日本語学科
は庄河から大連に戻った。 



































 3 改革開放政策 
 (1)外国語教育政策の転換 
 改革開放政策によって、更に、日本語教育を含む外国語教育の状況は変化した。 












1978 年 3 月 18 日と 4 月 22 日には全国科学大会と全国教育工作会議を開催
し、外国語教育に関しては 1978 年 8 月 28 日から 9 月 10 日まで北京で全国
外国語教育座談会が開かれた。会議では「外国語教育強化についての意見」


























大連市Ｓ先生(序のカ)によれば、以下の通りである(巻末資料 1 の資料 15)。 
 
 1977 年までの 10 年間は、中国では、大学入試制度が中断されていました
が、その間は、「工農兵」(労働者・農民・兵士出身)の大学生がいました。(中








国日本語研修センター「大平学校」が設立され、1980 年から 1985 年までの 5 年間に計 600
名の日本語教師の再教育が実施された。1985 年には、上記「大平学校」が発展的に解消す
る形で「北京日本学研究センター」が設立され、日本語教師の再教育と大学院修士課程の


















1976 年に、同校は新入生を獲得し、日本語専攻の修業年限を 3 年に変える
ことを決定した。1977 年 10 月に、省委員会の教育会議において、省教育局
は、同校の修業年限を従来の 3 年から 4 年制本科に変更されることを告知し
た。 
1978 年 7 月に、教育部は遼寧外国語専門学校を大連外国語学院に変更する
ことに同意した。その後、同校は本科大学にはならなかった。同年 10 月に、
国務院の許可の下で、同校は外国籍専門家 13 名(うち、日本語専門家 5 名)









科の教師は 102 名であり、日本語書籍 40678 冊を保有していた。同年 10 月、












1981 年に、「大平班」の 1 人を日本の愛知大学に 1 年間研修ということで













大連外国語大学は育成研修部 74の第 1 期 99 人を対象に、日本留学生研修を
行った。その後、彼らは日本文部省の留学試験を受けて全員採用され、日本




















 4 中国及び遼寧省大連市の急激な経済成長 
(1)中国の急激な経済成長 
 1985 年 7 月に、中国政府は中国からの対外投資について新たな政策を採用し、海外直接
投資が急増し、同時期に、海外からの中国直接投資も急増した 78。 
























第 3 節 まとめ 
 
 第 1 章では、遼寧省大連市の日本語教育の特殊性を明らかにするために、中国東北地方
における 1970 年以前の日本語教育政策の変遷について整理した。 
 第 1 節の「新中国建国前の日本語教育政策―中国東北地方、特に大連市の政策―」では、
「日本統治時代の日本語教育政策」を「植民地経営の方針」、「植民地教育政策」、「初等教
育・中等教育・高等教育の方針」、「東北地域以外での日本語教育」の順に検討した。 





































が第 1 外国語となり、大連市など一部の地域では日本語が第 1 外国語となった。 
 大連市の高等教育機関では、大連日本語専科学校が日本語教育の中心的存在であった。












































第 2 章 1970－1980 年代の遼寧省大連市における日本語教育強化政策 
 
 第 1 節 日本語教育強化政策の展開及び策定の背景 
 
 1 日本語を第 1 外国語とする日本語教育強化政策の策定 
 本章では、改革開放後の日本語教育強化政策について概略を述べる。 
(1)「外国語教育強化のための意見(加強外語教育的几点意見)」 
 1979 年になると、外国語教育を強化する政策が発表された。 
 以下、課程教材研究所、前掲書の記載によれば、「加強外語教育的几点意見」について
は、概略以下の通りである。 















































2 日本語を第 1 外国語として採用可能にした主要な要因 
 1970-1980 年代の東北地域の日本語教育について、当時の詳しい状況は、大連教育学院
では一次資料を得ることができなかった。また、現地当局の公的な見解として、大連市で











大連市Ｓ先生(序のカ)は以下のように述べている(巻末資料 1 の資料 6)。 
 
 日本語教育は、当時は第 1 外国語として行われていました。それは事実です。
現在は一部の学校を除き、日本語は第 2 外国語として教えられているのです。 
 
大連市Ｚ先生(序のキ)は以下のように述べている(巻末資料 1 の資料 17)。 
 
 (1970 年、1980 年代は、大連で、小学校に日本語カリキュラムが設けられ
たかという質問に対して、)その時代にはないでしょう。当時は中学校にあ














































































































































 また、1983 年 8 月には当時の中曽根康弘首相の指示で、「二十一世紀への留学生政策懇
談会」が提出した報告書「二十一世紀への留学生政策に関する提言」を受けて、日本国文
部省の委嘱により、1984 年 6 月に有識者から報告書「二十一世紀への留学生政策の展開」






























小冊子で、文法を中心としたものだったと述べている(巻末資料 1 の資料 17)。 
 大連市Ｔ先生(序のサ)は、以下のように述べている(巻末資料 1 の資料 18)。 
 
 私は旅順中学校で日本語を習いました。(中略)その頃の中学校は環境が整











第 2 節 大連市教育委員会文書に記載された日本語教育強化政策 
 






















































































 第 3 節 「中等教育における日本語教育指針(中学日語教学綱要)」の制定 
 
 1 「中等教育における日本語教育指針(中学日語教学綱要)」の制定の背景 
 (1)日本語学科の自主的な設置 

















1 の資料 7)。 
 
 私は大連の日本語教研員(指導主事)になったのは 1980 年でした。その前
は中等学校で日本語を教えていたのです。当時、日本語教育はあまり安定し
ていませんでした。例えば、この学校は日本語カリキュラムを設置してはい




















































































 3 「中等教育における日本語教育指針(中学日語教学綱要)」の内容 
 (1)「中等教育における日本語教育指針(中学日語教学綱要)」の基本内容 


























能を身につけなければならない。語彙として 2500 から 3000 の語彙を(話し
言葉と書き言葉共にこのうち、60－70%を使いこなすようの日本語の語彙数







































































 1986 年 12 月に、「全日制中等教育における日本語教育指針(全日制中学日語教学大綱)」
は公布された。課程教材研究所、前掲書によれば、概略以下の通りである。 



















































語とするが、第 2 外国語としての日本語も徐々に増加させることが打ち出されている。 
次に、「日本語を第 1 外国語として採用可能にした主要な要因」では、「遼寧省独自の
政策」、「当時の市民感情」、「独自テキストの編纂」の順に検討した。 




































第 3 章 1970－1980 年代の遼寧省大連市の初等・中等教育機関における日本語
教育の特徴     
 




 第 1 節 日本語教師及び日本語学習者の状況 
 
 1 日本語教師数の推移ならびに研修・育成 
 (1)日本語教師数の推移 
 2013年 1月 7日に行った、遼寧省の日本語教研員(指導主事)を担当した瀋陽市Ｚ先生(序
のイ)との電話インタビューに基づき、1970－1980 年代の東北三省の日本語教師数をまと
めた 111。 
表 3 1970 年代の日本語教師数累計 
吉林省 約 600 人 
遼寧省 約 500 人 
黒龍江省 約 100－130 人 
 
表 4 1980 年代の日本語教師数累計 
吉林省 約 400 人 
遼寧省 約 500 人 
黒龍江省 約 100 人 
 
 なお、Ｓ先生のインタビューによれば、1980 年代から 1990 年代にかけて、大連市内の
中学・高校を合わせた日本語教師の数は約 200 人ということである。 
 上記の表からわかるように、1970-1980 年代を通じて、遼寧省の日本語教師累計数は約








































8 人～10 人だったと思います。 
 
大連市Ｗ先生(序のウ)は、以下のように述べている(巻末資料 1 の資料 20)。 
 
 78年に大学入試が復活してからずっと日本語カリキュラムが設けられてい
ます。以前は 2 人の年配の教師がいましたが、1 人は亡くなりました。早稲
田大学の 1 人の先生がいて、大変良い方です。それからもう 1 人の先生も退
職されまして、もう 80 歳を超えました。現在、ここには全部で 3 名の日本
語教師がいます。私たちは同じ事務室です。 




















大連市Ｆ先生(序のコ)は以下のように述べている(巻末資料 1 の資料 24)。 
 





























































 いわゆる「大平学校(大平班)」 116での教師研修が最も盛んで、1980 年から 1985













 2 日本語学習者の推移ならびに留学・就職状況 
 (1)日本語学習者数の推移 
 1970－1979 年の日本語学習者数は、吉林省が最も多い。大学受験者数は、毎年 1 万人を
超え、そのうち高校で日本語を学んで来た受験者は、吉林省では約 45％を占めていた。遼
寧省では 30％、黒龍江省では 25％であった。 
 
表 5 1970 年代の日本語学習者数 
吉林省 2500 人－3000 人 
遼寧省 2000 人－2500 人 










表 6 1980 年代頃の中国遼寧省大連市で、日本語教育が実施されていた中学校 
区 校名 日本語の学習者数 日本語教師数 
中山区 大連市第 10 中学(初中 122) 300 人 2 人 
中山区 大連市第 65 中学(初中) 200 人 2 人 
中山区 大連市第 16 中学(完中 123) 450 人 5 人 
西岗区 大連市第 34 中学(初中) 400 人 3 人 
西岗区 大連市第 37 中学(初中) 400 人 3 人 
西岗区 大連市第 1 中学 200 人 3 人 
西岗区 大連市第 36 中学(完中) 500 人 4 人 
沙河口区 大連市第 13 中学(完中) 300 人 2 人 
沙河口区 大連市第 50 中学(初中) 200 人 2 人 
沙河口区 大連市第 8 中学(高中 124) 150 人 2 人 
沙河口区 大連市第 48 中学(高中) 150 人 2 人 
甘井子区 大連市第 23 中学(高中) 200 人 2 人 
旅順口区 大連市第 63 中学(初中) 600 人 5 人 
旅順口区 大連市第 62 中学(完中) 600 人 5 人 
旅順口区 大連市第 60 中学(初中) 400 人 3 人 
旅順口区 旅順第 2 高級中学(高中) 150 人 3 人 
旅順口区 旅順第 3 高級中学(高中) 150 人 3 人 
金州区 大連市第 107 中学(初中) 600 人 7－8 人 
金州区 大連市向应中学(初中) 600 人 6－7 人 
金州区 大連市 124 中学(初中) 1000 人 10 人 
金州区 大連市第 110 中学(初中) 600 人－700 人 7－8 人 
金州区 大連市第 104 中学(完中) 600 人 7－8 人 
金州区 大連市第 103 中学(高中) 500 人－600 人 7－8 人 
金州区 大連市金州高級中学(高中) 150 人 3 人 







 2013 年 1 月 8 日の「大連市第 1 中学校」の日本語教師のＷ先生(序のウ)へのインタビュ
ーで、Ｗ先生は、「日本語を学習し、日本語を専攻する学生は、将来日本または日本語に関
わる仕事に就く可能性が高い」と思われる 125と述べている。 











 第 2 節 日本語教材の発展 
 










表 7 遼寧省の各教育部門が編纂した教材 





























非公式出版物 1989-1994 年 
 
表 8 遼寧省以外の地方の各教育部門が編纂した教材 




































































































































































表 9 初級中学校日本語教材の基本状況 
教材名 使用年級 出版 
初級中学課本日語試用本 1、2 初一上下学期 1983.8 
初級中学課本日語試用本 3、4 初二上下学期 1983.11 





表 10 高級中学校の日本語教材 
教材名 使用年級 出版 
全日制高級中学教材日語试用本 1 高一上下学期 1984.10 
全日制高級中学教材日語试用本 2 高二上下学期 1985.3 












 ① 「大連市第 1 中学校」図書館における文献調査 
 2014 年 11 月 20 日の現地調査で、現地調査で「大連市第 1 中学校」の日本語教師のＴ先












写真 2 高校 1 年生の期末試験の成績表 
 





















      










    







写真 8「日語旅遊會話」 廖達新編著 1978 年万里書店 
 





         
写真 9 講義準備ノート表紙   写真 10 文法の授業のための講義概要 









         
写真 11 講義準備ノート表紙 





   
写真 12-1 語義の講義ノート① 写真 12-2 同ノート② 写真 12-3 同ノート③ 
 
写真 12‐1, 12-2, 12‐3 の講義ノートは、語義の授業に関するものである。具体的な内
容は下記の通りである。 
 
1987 年 3 月 15 日 授業時間：1 課題：第七課 語義 
 
目的：1．正確的に読むことを目指す。 
   2．単語の意味を覚える。 





















２． 行動(こうどう)する (名．自サ)行为、行动。 
△ こうどうを取る。采取行动 
△ 旅行するときは、みんなといっしょに行動しなければいけません。 
   旅行的时候大家一定要一起行动。 
△ あなたは王さんの行動に注意してください。 
  请你注意小王的行动。 
３． 形(かたち)(名) 形．形状．样子。 
△ あの山の形はふじさんににている。 















  那个人的脸型漂亮。 




  请在星期三以前做好。 
 















6．特有(とくゆう)(形名动) 特有 特殊 




  熊猫是中国特有的珍奇动物。 
△ ニンニクにはとくゆうのにおいがある。 
  大蒜有特殊的味。 
 






























































Ａ① 本能(ほんのう) ②下等动物(下等動物) 
③ 行動(行動
こうどう
)   ④蜘蛛(クモ)   ⑤幾何学(きかがく) 
Ｂ① 形状(形
かたち





)        ⑤作完(できあがる) 
Ｃ① 能力(のうりょく) ②高等(こうとう)  ③鸟类(鳥類
ちょうるい
) 










)   
④像(似
に













   
写真 14‐1 本文分析の講義ノート① 写真 14-2 同ノート② 写真 14－3 同ノート③  
 























































































































写真 15‐1 中間試験①       写真 15‐2 同②   
 







1．摩托车(  ) 2．汽油(  ) 3．站台(  )  4．速度(  ) 
5．录音机(  )  6．卡车(  ) 7．气体(  )  8．面包(  ) 
9．墨水(  )    
10．排球(  ) 
二、次の単語に振仮名をつけなさい。(5 点) 
1．越える(   ) 2．物語(   ) 3．仲間(   )  4．若者(   ) 
5．返事(   )   6．封筒(   )  7．煙(   )     8．脱字(   ) 
9．立ち去る(   )   10．冷やす(   ) 
三、＿＿のあるところに当用漢字を書き入れなさい。(5 点) 
1．みごと(見事) 2．さゆう(左右) 3．みせもの(見せ物)   
4．かわく(乾く)  5．したしみ(親しみ)  6．せいかく(正確)   
78 
 
7．ひるま(昼間)  8．うしなう(失う)  9．ねだん(値段)  10．まご(孫 ) 
四、次の中国語を日本語に訳しなさい。(10 点) 
1．开玩笑  2．请保重  3．到后来  4．不一会儿   
5．微笑着说 6．不歇手  7．起早贪黑 8．忍不住笑起来  
9．拄拐杖   10．认为稀奇 
五、次の日本語を中国語に訳しなさい。(10 点) 
1．これでしつれいします  2．あたりまえのこと    3．せきをゆ
ずる 4．やっとさがしあてる   5．てをしっかりとにぎる  6．うわ
がきをしめす 
7．なんにちかののち    8．しんぱいいりません。 















































































































 (2)日中教育関係者による「大連市小学試用教材 日語」の改訂 

















 第 3 節 日本語教育の発展の成果 
 






























金の 1993 年海外日本語教育機関調査では、約 100 人に 1 人の割合で日本語
を学んでいる、という突出した日本語学習人口割合であることが確認された。
大連市では、92 年から 7 校の小学校で週に 3 時間、市独自の小学校用教材を
用いて 5、6 年生のための日本語教育が行われてきた。94 年には 12 校の小学






 遼寧省は、全国初等教育機関で日本語教育を行っている 58 ヶ所の初等教
育機関のうち 46 校と、約 8 割を占めている。この 46 校は、すべて大連市の
金州区と旅順口区にある。大連市の初等教育機関で最初に日本語教育を導入




外国語教育が始まった。初等教育機関 3 年から、第 1 外国語(必修)として英
語、日本語(ごく一部の地域のみ)のカリキュラムがある 148。 










 さらに、1992 年から、7 つの初等教育機関の 5、6 学年で日本語カリキュ
ラムが設置された。授業時間は毎週 3 回で、教材は大連教育学院に編纂され
た小学校試用教材だった。1994 年までに日本語カリキュラムが設置された初
等教育機関は全部で 12 校であり、およそ 7000 名の学生が日本語を学んでい
る。初等教育機関の日本語教師は 26 名で、そのうち 24 名は専任教師である
150。現在、大連旅順口区で日本語カリキュラムが設けられている初等教育機
関は 93 小学校のみであると思われる。 
 




更に、2013 年 5 月 31 日の「93 小学校」の大連市Ｚ先生(序のキ)へのインタビューにより、
「93 小学校」の当時の日本語教育の状況が判明した(巻末資料 1 の資料 17)。 
 
大連は小中学校の日本語カリキュラムの設置の最も多い都市です。大連旅
順口区 93 小学校は 1964 年に作られ、当時は「永和小学」と呼ばれていまし
た。80 年代頃には、中国人の日本語教師は 6、7 名いましたが、現在は教職
員が 69 名で、学生は 1233 名でした。全部で 27 のクラスがあります。大連
旅順 93 小学校では、1992 年に、日本語カリキュラムが設けられました。93
年度 学校数 年度 学校数 年度 学校数 年度 学校数 
1972 1 1979 14 1985 6 1991 9 
1974 1 1980 16 1986 1 1992 2 
1975 2 1981 3 1987 6 1993 2 
1976 14 1982 10 1988 3 1994 1 
1977 11 1983 3 1989 1 1995 1 























確かであり、日中友好のためにも役立ったと述べている(巻末資料 1 の資料 13)。 
 また、大連市Ｊ先生(序のオ)によれば、一部の学生は卒業後、大連だけではなく、上海
市や、江蘇省、浙江省で就職しており、大連から日本への留学生の人数は比較的多いと述
べている(巻末資料 1 の資料 2)。 








大連市Ｔ先生は以下のように述べている(巻末資料 1 の資料 19) 
 





日本語を学ぶ学生の多くが日本語能力試験 1 級、2 級に合格しました。中国
85 
 













































11 位に配列されていることを聞いたとのことである(巻末資料 1 の資料 3)。 






















ピーチコンテストであると述以下のように述べている(巻末資料 1 の資料 17)。 

























































 2 日本語教育が日中関係に及ぼした影響 
 (1)日中の経済的交流 




中間の交流が行われていると述べている(巻末資料 1 の資料 12)。 
 大連市Ｊ先生(序のオ)は、日本語教育の普及は日中両国の経済、貿易、文化、教育、交





ている(巻末資料 1 の資料 3)。 
 大連市Ｚ先生(序のキ)は、当時は日中互いに友好関係にあり、また日本人も大連が好き
である。東北地域で貿易をやっている人が比較的多い。日本企業も多く、これと関係があ








中間の交流が行われていると述べている(巻末資料 1 の資料 12)。 
 Ｊ先生(序のオ)は、大連市のある高校が日本の高校或いは日本の大学と友好交流を行っ
ており、相互訪問も盛んに行っていると述べている(巻末資料 1 の資料 3)。 
 大連市Ｌ先生(序のエ)は、日本語教育は日本に対して影響があると感じており、日本は
すべての国に自国の言語を学んでほしいと希望しており、中国の現在の孔子学院に似てい
ると述べている(巻末資料 1 の資料 5)。 















































 第 4 節 日本語教育の衰退及びその要因 
 
 1 日本語教育の衰退 







 しかし、1981 年の時点で、遼寧省の中等教育機関のうち、日本語課程があるクラスは 1006
だったが、1986 年になると、685 まで減少している。1990 年以降になると、中学校の日本
語教育は徐々に減少し、2000 年以降からは更に少なくなった 154。 





 それ以後も、学会は 1993 年、1997 年にも、それぞれ調査を行った。 
 インタビュー調査によれば、大連市Ｌ先生(序のエ)は、以下のように述べている(巻末資



































表 12 全国各省(自治区)、市の中学校で日本語課程を設置した学校数 
(1990 年－1991 年) 
地域 初級中学 高級中学 完全中学 合計 
北京  8 1 9 
上海  2 2 4 
天津  3 1 4 
黒龍江 33 6 24 63 
吉林 108 39 29 176 
遼寧 58 41 12 111 
内蒙古 10 18 6 34 
河北  2  2 
河南   1 1 
貴州  1  1 
山東  4  4 
山西  4  4 
江蘇  3 3 6 
江西  1  1 
浙江  2  2 
福建  1  1 
陝西  2  2 
四川  2 1 3 
湖南  1  1 
湖北  1  1 
合計：中級中学 209 校(48.9%) 高級中学 141 校(32.3%) 完全中学 80 校(18.8%) 
   合計で 430 の学校が日本語課程を設置した。 
(注：職業中学、中等専門学校は 42 校、高級中学に含めて計算されている) 














表 13 全国中学校で日本語課程を設置した学校の民族分類(1990 年－1991 年) 
民族 漢族中学 朝鮮族中学 蒙古族中学 
学校数 216 186 28 
比例 50.2％ 43.2％ 6.6％ 
 (課程教材研究所編著(2010)『新中国中小学教材建設史 1949-2000 研究丛書日語巻』，人民教
育出版社，ｐ.156．の表を転記) 
 
なお、2000 年以降の人口統計に基づくものであるが、漢族は約 12 億人（2010 年）、朝鮮族
は約 192 万人（2000 年）、蒙古族は約 581 万人（2000 年）であり 157、人口比で換算すると、
漢族は約 556 万人に 1 校、朝鮮族は約 12 万人に 1 校、蒙古族は約 21 万人に 1 校となる。 






 1990 年代に入ると、全国中等教育機関の日本語教師数が年々減少していった。 
 
表 14 1989 年－2000 年全国中学日本語教師数調査統計 
年 初中教師数 高中教師数 小計 
1989 1236 631 1867 
1990 1190 581 1771 
1991 1180 621 1801 
1992 1136 584 1720 
1993 1093 511 1604 
1994 1125 505 1630 
1995 1148 490 1638 
1996 1173 499 1672 
1997 1174 565 1739 
1998 1025 535 1560 
1999 989 538 1527 










表 15 大連旅順口区小学校における日本語教育の調査状況について(1997.12) 
学校 日本語教師数 設置学年 設置クラス数 日本語学生数 
93 小学 2 3、4、5、6 8 400 
水师营小学 1 5、6 4 200 
长城中心小学 1 5、6 4 160 
李家小学 1 5、6 2 60 
大房身小学 1 5、6 2 60 
龙塘中心小学 1 5、6 4 200 
黄泥川小学 1 5、6 2 60 
盐场小学 1 5、6 2 60 
山川柳小学 1 5、6 2 60 
大龙塘小学 1 5、6 2 50 













表 16 1981 年－1989 年の日本語受験者数 
年 1981 年 1982 年 1983 年 1984 年 1989 年 




 2 日本語が初等・中等教育の外国語教育において、第 1 外国語の地位を失った要因 
 (1)中国及び遼寧省大連の急速な経済成長と教育環境の変化 





















 日本語が中国で第 1 外国語の地位を失った原因として、次に、日本側の事情が考えられ
る。 


















 一方、英語は、使用人口が世界第二位、使用国数は世界第 1 位の言語であり、英語が中
国の第 1 外国語になるのは当然なことであった。 















るものは 58 名で、わずか 4.2%であり、英語学習に賛成するものは 1311 名で
あり、調査対象者の 95.8%を占めた。人々の強い要求に基づいて、鎮政府の
検討結果、1999 年の新学期から「114 中学校」の中学 1 年に 2 つの英語クラ
スを設けることにする。また、全鎮の小学校の 3、4 学年には英語の課程を
設けることにする。教育委員会から指示を頂ければ幸いである。 





























































 1990 年の統計によると、日本語の大学入試の点数は英語より 20％－30％高い。これはい
くつかの地区が日本語教育を開始した成果である。「中学日語教学綱要」が公布された後に、
日本語教師達が大変な意気込みで教育を行った結果、日本語の大学入試の成績は上がった。 






















































語受験の学生より少なくとも 5 点～10 点ほど高くなるのが普通でしょう。し















































いる(巻末資料 1 の資料 14)。 
 大連市Ｚ先生(序のキ)は、大学入試の影響について、以下のように述べている(巻末資料


































































































































1 の資料 4)。 


















 中国建国以来 60 数年で外国語教育は大きな業績をあげたが、外国語教育の長期的計画が
不十分であるという大きな問題がある。 
 中国で唯一の長期計画は、1964 年に中央政府が策定した「外語教育七年规画纲要」(「外


























































































第 5 節 まとめ 
 








































































































































































1.日本語が第 1 外国語として英語やロシア語に優先するという国家政策の検証 






















2.東北三省、特に遼寧省大連市で日本語を第 1 外国語として採用可能にした要因の解明 
日本語が第 1 外国語として採用され、受容されたのには、以下の理由があると考えられ
る。 






























 3.日本語を第 1 外国語としたことによる日本語教育の成果 
学校教育における日本語課程という観点から見れば、1970－1980 年代における、大連市



























4.日本語を第 1 外国語としたことが日中関係に及ぼした影響 
113 
 












5.日本語が第 1 外国語の地位を失った要因 
 文献調査及び、特に、教育関係者のインタビュー調査に基づいて、日本語が第 1 外国語
の地位を失った理由を検討し、考察した。 
 まず、前提として、1980 年代から 1990 年代にかけて、日本語教師数、日本語学習者数、
日本語教育を行う教育機関の数については、いずれも減少傾向にあったことを確認した。
1981 年には、遼寧省の中等教育機関で日本語課程を開いているクラスは 1006 クラスだっ
たが、1986 年までに 685 クラスに減った。そのため、大学入試の日本語受験者も当然減少
した。すなわち、日本語教育は、次第に第 1 外国語の地位を失い、英語教育に取って代ら
れたのである。 
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料 2。调查资料作为本文的主要论据。采访内容里的（ ）是笔者补充的内容。 
 
 
资料１. 大连市 J老师 







































资料 2. 大连市 J老师   















资料 3. 大连市 J老师 
调查日：2014年 5月 26日 
调查地点：Ｊ老师办公室 






























资料 4. 大连市 J老师  













资料 5. 大连市 Ｌ老师 











校，上海的英语专科学校。这 3个是 64年国家因为有需要所以成立这 3个。这 3个学校呢，当
时呢，64 年，你也知道，文革前期了，挺不幸的。因为没有很好的经过，虽然进了学校，有的
只学了一年，可能有的只学了半年，因为里头来的就两界么，他们叫 67，68，64，65 进校的。





















































































资料 6. 大連市Ｓ老师 
调查日：2013年 11月 26日 
调查地点：Ｊ先生办公室 
调查内容：1970 年代至 1980年代东北地区的中学的日语教育情况 
Ｋ：初次见面,请您多多关照。 
Ｓ：还不知道能不能谈一些对你有用的。已退休 6，7年了。我干教育学院的日语教研员干了 25年。
4 分之 1 的世纪。当时大连市中学的日语教育都在我脑子里。这个倒是。但是这么多年了你所
要的东西都是老的也不一定能起什么作用。反正我凭我的记忆尽量和你讲吧… 








资料 7. 大连市Ｓ老师 
调查日：2013年 11月 26日 
调查地点：Ｊ老师办公室 








资料 8. 大连Ｓ老师、J老师 
调查日：2013年 11月 26日 
调查地点：Ｊ老师办公室 
调查内容：1970 年代至 1980年代东北地区的中学的日语教育情况 
Ｋ：Ｊ老师您好！再次打扰您了！ 

























有 10个 8个的。 
 
 
资料 9. 大连市Ｓ老师 
调查日：2013年 11月 26日 
调查地点：Ｊ老师办公室 
























将近 200人。就是初中和高中加起来将近 200人。 
Ｋ：哪一年？ 
Ｓ：80 年到 90年这个时候。到 90年以后呢有点儿砍了。到 2000年就砍得差不多了。 
 
 
资料 10. 大连市Ｓ老师 













































资料 11. 大连市Ｓ老师 




调查内容：东北地区 1970、1980 年代中小学日语教育政策制定的国家战略 
Ｋ：制定这个政策作为国家来说有什么考虑呢？ 
Ｓ：考虑当然就是英语的，日语的，俄语的，它都得需要。你要都砍没了不好了，所以给你增加 10 
  分吧。让你保持一定的比例，是这样的。一到开学的时候开始分班了，有的日语班，有的是英 
  语班。都往英语班转，日语都没有了。但是要是搞了第二外语的话，有的家长想孩子学完第一 
  外语以后，还能多学点儿第二外语。这样的话就容易接受。还有的认为学习一门外语都学不好， 
  怎么还能学两门外语。积极性也受一定影响。反正有爱学的也有不爱学的。但是我发现咱们中 
  国人学日语，有了英语基础后以后再学的话也来得及。这几年有好多有英基础的后来上大学才 




资料 12. 大连市Ｓ老师 









资料 13. 大连市Ｓ老师 
调查日：2014年 5月 26日 
调查地点：Ｊ老师办公室 









资料 14. 大连市Ｓ老师 
调查日：2014年 5月 26日 
调查地点：Ｊ老师办公室 
调查内容：作为第 1外语的日语逐渐失去第 1外语的地位是什么原因 

















资料 15. 大连市Ｓ老师 






系就会受到迫害。那个时候，没有人能说日语。截止到 1970年这 10年间，在中国，高 
考制度被中断，那个期间，有一种叫工农兵大学生的。文革期间的 1972年高考制度发生 
了变化，从有两年以上实践经验的工农兵中选择后让进去大学。但 1977年被废除了。1977 




资料 16. 大连市Ｓ老师 










资料 17. 大连市Ｚ老师   































Ｋ：现在一共是 8个班。平均每个班学生数大概是 5,60人吗？ 




















































































































资料 18. 大连市Ｔ老师 















差不多能学个 7，8年的样子吧。然后开始改变新教材，应该是在 92年？新教材也用了大概 10
年多吧。现在的新教材不如原来的旧教材好。W老师是 78年毕业的吧。2015年她就退休了。 
Ｋ：您是哪年出生的？ 
Ｔ：我是 64年出生的。也工作 20 多年了，还有 6年退休。 
Ｋ：您是什么时候上的中学？ 





差不多，但还是比英语难。我才教 18 个人。高一 24，高二 18。我们学校教日语的历史挺古老
的。原来是完中，现在只有高中部。 
Ｋ：现在大概多少班级？ 











有我们学校，48 中，16 中。16 中属于完中，初中，高中都有，所以就一直开。原来 11 中有，
现在也没了。34中属于初中。34 中，37中，33中应该有。 
日本侵占大连的时候，都是日本人教日语，哪有自己老师在教日语。我父亲都受过日本人的教












Ｔ：有啊。连续 3年，为了中日友好纪念 30周年，交换项目，去了 3个学生。我们学校和岗 
山中学是友好学校。他们每年假期 7，8月份来。交换留学。 
Ｋ：教材是固定的吗？ 























































办的研修会，也曾在日本进行过 10周的日语研修。2000年至 2006年曾有 3位日本外交在我校











资料 20. 大连市Ｗ老师 



















资料 21. 大连市Ｗ老师 










资料 22. 北京市Ｌ老师 






















资料 23. 上海市Ｚ老师   













































资料 24. 大连市Ｆ老师 
调查日：2015年 5月 9日 
调查地点：Ｆ老师自宅 
调查内容：〈1970 年至 1980年代如何取得日语教师资格〉 
Ｋ：见到您很高兴。 














































































資料 1. 大連市の J先生  

























































資料 2. 大連市の J先生 





















資料 3. 大連市の J先生 











































資料 4. 大連市の J先生 
















資料 5. 大連市の L先生 






























































































































































資料 6. 大連市のＳ先生 















資料 7. 大連市のＳ先生 














資料 8. 大連市のＳ先生、J先生 










































資料 9. 大連市のＳ先生 














































資料 10. 大連市のＳ先生 












































































資料 11. 大連市のＳ先生 





















資料 12. 大連市のＳ先生 









資料 13. 大連市のＳ先生 













資料 14. 大連市のＳ先生 






















資料 15. 大連市のＳ先生 


















資料 16. 大連市のＳ先生 











資料 17. 大連市のＺ先生 









連旅順口区 93小学校は 1964 年に作られ、当時は「永和小学」と呼ばれていました。80年代






区に分布していました。93 小学校は、日中友好後援会と交流し、1991 年に設立し、1992 年
に授業が始まりました。91 年には日本語課程が設置されたのです。 
Ｋ：1991年から設けたのですか。当時の日本語教師の状況は？ 





















Ｋ：現在の日本語クラスは 8つで、各クラスの生徒の人数は大体 50人～60人ぐらいでしょうか。 











































































































































資料 18. 大連市のＴ先生 


























Ｔ：私は 1964年に生まれました。もう 20年以上仕事しています。あと 6年で退職します。 
Ｋ：Ｔ先生が中学校に入ったのはいつ頃でしたか。 
Ｔ：9歳で小学校に入ったのです。第 55中学校で、旅順白雲高校です。最初は第 55中学校で、  









生徒を教えています。高校 1 年生は 24 人で、高校 2 年生は 18 人です。大連第 1 中学校で日
本語を教える歴史は古くて、以前は中高一貫校だったのですが、今は高校部しかありません。 
Ｋ：今は大体いくつのクラスがありますか。 

















習者数が確保できるのは、私たちの大連第 1中学校、第 48中学校、第 16中学校です。第 16
中学校は中高一貫校です。中学校と高校の両方がある学校です。だからずっと日本語教育を
やっています。以前は第 11 中学校にも日本語カリキュラムがありましたが、今はもうなくな


























































































それから、高 1 は 24 人で、高 2 は 18 人です。本当に少ないのですね。多くても 1 クラスだ
































資料 20. 大連市のＷ先生 





の年配の教師がいましたが、1 人は亡くなりました。早稲田大学の 1 人の先生がいて、大変
良い方です。それからもう 1人の先生も退職されまして、もう 80歳を超えました。現在、こ
こには全部で 3名の日本語教師がいます。私たちは同じ事務室です。 

















資料 21. 大連市のＷ先生 













資料 22. 北京市のＬ先生 



























資料 23. 上海市のＺ先生 









































































資料 24. 大連市のＦ先生 
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